


カスタムTPEステッカー：量産前に仕様確定・試作・試験を行う自己粘着式ソフトロゴステッカー
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Details
 

カスタムTPEステッカーは、熱可塑性エラストマー製の柔らかく柔軟なロゴステッカーです。接着剤不要の吸着タイプと、感圧粘着剤付きタイプがあり、販促ギフト、文具、ドリンクウェ
ア用マーカー、滑らかな屋内表面に適しています。サイズ、ショアA硬度、裏材、インクシステム、適合試験は、見積もりと試作の段階で案件ごとに確認します。

このページの対象者。 カスタムTPEステッカーの大量購入者は、主に販促ギフト、文具、知育玩具の輸入業者、およびOEMプログラムを運営するブランドです。一般的な案件には、展
示会配布品、文具ギフトボックス、プライベートブランドのステッカーブック、冷蔵庫用風の販促品などがあります。ステッカーを剥がすのは、子ども、保護者、教師であることが多いです。
ジェリーステッカーブックの小売説明では、小さな手でもつかめる「厚みのあるゼリーのような質感」と、「窓、鏡、水筒、冷蔵庫などの滑らかな表面」への粘着性がうたわれています。 小
売ジェリーステッカー商品ページ[1]。これらは販売者の主張であり、試験所の結果ではありません。そのため、カスタム注文には書面による試験計画が必要です。ロゴが衣類の洗濯に耐える
必要がある場合は、おそらくTPU熱圧着ラベルが必要です。比較セクションで理由を説明します。

問題点： 柔らかいロゴステッカーは承認時には完璧に見えても、納品から数週間後に油っぽくなったり、端が浮いたり、黄変したりすることがあります。購入者は通常、印刷業者を責めます。

問題となる理由： 柔らかいTPEは、その感触を油分に頼っており、その油分は移行していきます。あるサプライヤー試験では、0 Shore Aのサンプルを60°Cで24時間保持し
たところ、表面の油分は1.2%から3.8%へ上昇し、摩擦係数は0.3 to 0.6から倍増しました（出典： サプライヤーのオーブン老化試験データ[2]）。油分の移行は接着剤の接着
性も弱めます。たとえば、60A SEBSを対象とした老化試験では、180°の剥離強度低下が見られ、剥離強度は6.2 N/mm（油分30 phr時）から0.4 N/mm（油



分70 phr時）へ低下しました（出典： TPEの接着に関する研究[3]）。明るい色には、さらに第三のリスクがあります。ある配合は、わずか200時間のUV曝露で黄変しました（出
典： TPE変色分析）。[4].

対策： 仕様を試験計画として扱ってください。硬度、ベース樹脂、裏材、剥離ライナー、インクシステム、受入試験を書面で合意し、実際の対象表面に貼った実物サンプルで実証してから量
産へ進みます。未測定の値は、見積もり、試作、または試験待ちとして明記します。
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カスタムTPEステッカーとは何か、何ではないのか？↑
TPE（熱可塑性エラストマー）はゴムのように振る舞いながらプラスチックのように溶融加工できるため、フィルムや厚手シートに成形し、印刷してロゴ形状に打ち抜けます。つの取付方
式はいずれも「自己粘着式」として販売されています。接着剤不要タイプはエラストマー自体の表面タックで吸着し、滑らかな表面上で貼り直せます。PSA付きステッカーは、粗い表面や
より恒久的な貼付け向けに感圧粘着剤と剥離ライナーを追加します。中国のある特許では、 TPEを自己粘着層として直接押出成形する[7]ことで接着剤のはみ出し不良を減らせるとしてい
ますが、特許タイトルは試験報告書ではありません。

TPEステッカーと混同されがちな近接製品は種類あります。TPUラベルは同じエラストマーファミリーに属しますが、熱圧着または縫製で生地に取り付けます。あるアパレルサプライヤー
は、 Eco-TPU、ホットメルト接着剤、最小発注数量3,000個[8]を掲載しています。軟質PVCおよびシリコーンゴムラベルは、マイクロ射出成形されたワッペンです。ビニールの
ダイカットステッカーは、恒久粘着剤付きの薄い印刷フィルムです。検証試験はそれぞれ異なるため、発注書の材料名は希望する製品と一致していなければなりません。

熱可塑性エラストマー市場全体は、USD 30.83十億ドルの2025からUSD 38.94十億ドルの2030まで成長すると予測されています。
MarketsandMarkets[9]。これは自動車、履物、ケーブル、医療用途を含む市場であり、ステッカー市場規模ではありません。



ロゴの視認性を保つため、サイズ、仕上げ、裏材をどう指定するか？↑
ラベル材料には共通の指定方式がないため、 ISO/TS 18614:2016[10] には、自己粘着ラベルを注文する際に買い手と供給者が合意すべき情報が示されています。同じ考え方
はTPEにも適用できます。見積もり発行前に、以下の項目を確定してください。

項目 記載内容 重要な理由
ベース樹脂 「ゴム」だけでなく、SEBS、SBS、またはTPU 耐熱性、印刷適性、必要な適合文書を決定する
硬度と油分 ショアA目標値、油分上限または低移行グレード 柔らかな感触にはより多くの油分が必要で、これがタック低下と剥離強度低下の主因となる
サイズと厚み 外形、厚み、最小線幅、最小隙間 厚いジェリー状製品は、薄いフィルムラベルより細部表現が劣る
貼付方式 接着剤不要の吸着式またはPSA、再剥離または恒久粘着 剥離試験、残留物の想定、対象表面を決める
ライナー PPまたはPET剥離ライナー 軟質TPEが曲がるとPETライナーは割れることがある
印刷と仕上げ CMYK/UVまたはPantone、光沢またはマット、白版下地 色差許容値とインク密着試験を左右する
使用条件 表面、屋内／屋外、温度、使用者年齢 必要な加速劣化試験と化学試験を決定する

分かっている項目を記入し、残りは「試作時に確認」と記載してください。正直な空欄のほうが、後で試作品と矛盾し再交渉を強いる推測値より安く済みます。

TPEでは、視認性はファイル解像度ではなく、厚みとエッジの丸みによって制限されます。ある公開販促ページでは、 70 × 100 × 0.9 mm TPEシート[11]を紹介してい
ます。この厚みでは、極細文字や狭い文字内の空間が打ち抜き時に埋まることがあります。最小フォントサイズの共通基準はなく、硬度、抜き型設計、インクに左右されるため、最小文字と
最細線のテストストリップをサンプルに含め、腕を伸ばした距離と至近距離で承認してください。

https://www.iso.org/obp/ui/en/#!iso:std:71043:en


裏材は対象表面で選びます。接着剤不要の吸着式は、ガラス、鏡、光沢のあるドリンクウェア、ホーローに最適で、ほこりのある壁、凹凸のある壁、塗装壁では失敗します。PPやPEなど
の低表面エネルギープラスチックはどの接着剤にも難しく、シリコーンは非粘着性になるよう設計されていると、ある大手印刷会社は次の資料で説明しています。 カスタムステッ
カーFAQ[12]。難しいプラスチック向けのPSA仕様では、まず以下の接着剤を検討してください。 LSE対応の変性アクリル系接着剤[13] は、わずかに油分のあるPEおよびPP向け
として販売されています。ライナーも重要です。あるサプライヤー比較では、 PETライナーは打ち抜き時または曲げ時に割れる一方、PPライナーはほとんど割れない[14]ことが示されて
います。きれいに剥がす必要がある場合は、TPEフィルムメーカーが 残留物リスクが非常に高い[15] と評価する、最も安価な水系アクリルまたは天然ゴム系を、長期屋外使用後は避けて
ください。

試作前にアートワークをどう入稿前確認すべきか？↑

抜き型と印刷版で同じ形状を共有できるよう、ベクターデータ（アウトライン化フォントを含むAI、EPS、PDF）を送付してください。トレースしたラスターロゴは実質的に再デザイ



ンであり、承認が必要です。薄いビニールについて、ある大手オンライン印刷会社は約1/32インチのカット精度と、約1/8インチの塗り足しを案内しています。 同じFAQ。軟
質TPEは打ち抜き中に伸びて戻るため、これらの数値は最良条件として扱い、実際の許容差はサンプルで決めてください。試作前の確認項目：

PantoneまたはCMYKの色指定、および透明または着色TPEで色の下に白インクを敷くかどうか。
塗り足しと安全域を別レイヤーにし、カットラインを閉じたパスにする。
最小文字と最小線幅をサンプル用テストストリップとして明示する。
内穴、鋭角、細いくびれ部を明示する。軟質材料はそこから最初に裂けるためです。
最終形状、サイズ、色を書面で承認する。

「書面による承認なしに変更しないこと」を契約条件として明記してください。

TPEロゴステッカーはどのように製造・検証されるか？↑

工程は、受入材料検査、シートまたはフィルム成形、表面処理、印刷、指定時の接着剤塗工、熟成、打ち抜き、出荷検査です。工程条件はグレードにより異なります。文書化された一例とし
て、 TPE車両用ステッカー特許[17] では、フィルム0.07–0.12 mm、乾燥接着剤0.02–0.035 mm、ラミネート後の熟成2–3日、印刷コーティング後さら
に1–2日を規定しています。これらは当該特許の配合固有の値であり、熟成時間が製品標準ではなく工程日程に含まれる理由を示しています。

表面処理は最も省略されやすい工程です。未処理TPEは約28–34 mN/mで、油分移行により数時間以内にさらに低下することがあります（接着研究）。一方、安定した印刷には通
常少なくとも38–42 dynes/cmが必要です。 Deco Tech Group[18]。インク塗工前に、コロナ処理またはプライマー塗布後のダイン値を確認し、新しい材料ロット
ごとに再確認してください。米国市場向けでは、トルエン、キシレン、塩素系溶剤インクを標準選択にすべきではありません。同一ロットで検証された、TPE/SEBS対応の低危険性イ
ンクまたは柔軟性UVインクを依頼してください。



以下の表を基に受入計画を作成し、用途に意図的に適用しない試験のみ除外してください。

試験 方法または参照 検出できる問題

表面エネルギー ダインペン、印刷前に少なくとも38 dyn/cm（Deco Tech) インクおよび接着剤の濡
れ不良

インク密着性 ASTM D3359またはISO 2409のクロスカット、加えて屈曲および溶剤ラビング 曲げ後のロゴ剥離
剥離接着力 ASTM D3330[19] 実際の対象表面で180°または90°、24 hおよび7日後に実施 端部浮きと残留物

熱老化 オーブン加速劣化後、タックと剥離を再確認する。 移行試験ガイダンス[20] 遅発性の油分ブリードと
接着低下

光老化 窓用途または屋外用途をうたう場合はUVまたはキセノン曝露 淡色の黄変

化学的安全性 ASTM F963およびEN 71-3（SGSガイド[21]）；CPSIA鉛≤100 ppm、指定フタル酸エステル≤0.1%（玩具
用TPE概要[22])

子ども向け製品適合の不
足

外観とカット 不良率-1%未満の基準に対するAQL抜取検査（印刷会社の基準[23]) 誤カット、傷、色ぶれ
注意点はつあります。前述のN/mm剥離強度値はTPE部品接着の実験結果であり、ラベル規格ではないため、警告指標として使い、合意する剥離範囲は承認サンプルで決めてください。
また、すべての結果は特定のグレード、色、ロットに属します。いずれかを変更する再注文では、新たな確認が必要です。

TPEステッカーはTPU、PVC、ビニールとどう異なるか？↑

選択肢 貼付方式 耐久性プロファイル 最適用途

接着剤不要のTPEジェリー 自己吸着式、貼り直し可能 滑らかな表面では洗浄可能。凹凸面および強いUVには弱い ギフト、窓、ドリンクマーカー、ステッカーブッ
ク

PSA付きTPE 感圧粘着剤とライナー 接着剤と油分量が適合すれば、より強く保持できる ドリンクウェア、ケース、機器上のロゴ
TPU熱転写ラベル ホットメルト熱圧着または縫製 衣類の屈曲と洗濯に対応する設計 衣類、バッグ、履物
PVC／シリコーンゴムラベル 縫製、アイロン圧着、または粘着剤付き 立体的に重ねた色：シリコーンの方が柔らかい キャップ、バッグ、パーカー
ビニールダイカット 恒久粘着PSA 細部表現とラミネート耐水性に優れるが、柔らかな感触はない ボトル、ノートPC、平面販促品

判断基準：洗濯できる生地にはTPU、耐久性のある細かなディテールにはビニール、平滑面で柔らかく貼り直せる質感にはTPEを選びます。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd3330d3330m042025
https://www.sgs.com/-/media/sgscorp/documents/corporate/brochures/sgs-cp-international-safety-standards-reference-guide-for-toys-and-premiums-en.cdn.en.pdf


購入チェックリストには何を含めるべきか？↑
材料名だけでは安全性は証明できません。フタル酸エステル、重金属、臭気は配合に依存します。グレード単位の主張は存在し、例えばある樹脂メーカーは次を掲載しています。
REACH、RoHS、EN 71-3、ならびにフタル酸エステル、BPA、ラテックス不使用[27] 。ただし、これは特定シリーズ向けであり、あなたのインク、顔料、接着剤には及び
ません。あるTPEジェリーステッカー掲載には、 カリフォルニア州Proposition 65警告[28]があり、2026年9月には中国の検査当局が、 子ども向け軟質3Dプラスチック
ステッカー20件中16件でフタル酸エステルの上限超過を確認しました[29]が、報告書はどの試料がTPEだったかを確認していません。

装飾用ステッカーは、原則として食品接触製品ではありません。製品が食品に繰り返し触れる場合にのみ、 21 CFR 177.2600[30] の反復使用ゴム製品に関する規定が、グレー
ド固有の適合宣言とともに関連します。EU向け販売では、 規則（EU）2025/40[31] の包装規定が12年2026月から適用されます。包装の一部として出荷するステッカーが対
象範囲に入るか、EU輸入者に確認してください。発注前の確認事項：

最終用途と使用者年齢層。これにより玩具規格の適用有無が決まります。
発注書に記載するベース樹脂、ショアA硬度、裏材、ライナー。
グレード、色、ロットに対応した第三者EN 71-3またはASTM F963、フタル酸エステル、総鉛の報告書。
鋼板だけでなく、実際の対象表面での剥離および加速劣化結果。
色差許容値と保管する承認サンプル。
製品が子どもに届く場合の年齢および小部品警告。
見積書に記載する最小発注数量、抜き型・印刷版費、試作回数、生産期間。

包装では、シートの間に非粘着性の剥離フィルムを挟み、強く圧縮した束を避け、油分ブリードと黄変を促進する高温多湿の倉庫から段ボール箱を遠ざけてください。再注文では、承認サン
プルを保管し、各ロットの材料ロット、ダイン値、剥離結果を記録してください。次回ロットを記憶ではなくデータと比較できます。あるラベルメーカーは、社内管理として約 色差ΔE ≤
2.0、サイズ±±0.3 mm[32]を公開しています。こうした数値は交渉の参考にし、承認サンプルで自社の許容差を設定してください。最小発注数量、単価、生産期間は、アートワー
クと数量の確認後に各見積もりで確定するため、ここでは標準値を掲載していません。

より迅速で安全な調達のための重要ポイント↑
油分移行は、非常に柔らかいTPEに潜むリスクです。 — 表面油分は60°Cで24 h後、1.2%から3.8%へ上昇（出典)
油分量が増えると接着力は急低下します。 — 180°剥離強度：30 phrで6.2 N/mm、対して70 phrで0.4 N/mm（出典)
印刷には処理済み表面が必要です。 — 通常、少なくとも38–42 dynes/cmが必要（出典)
子ども向け製品にはロット単位の化学証明が必要です。 — CPSIA鉛≤100 ppm、指定フタル酸エステル≤0.1%（出典)

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/LSU/?uri=OJ:L_202500040


TPE市場の成長はステッカー需要ではありません。 — すべてのTPE用途で、2025のUSD 30.83十億ドルから2030のUSD 38.94十億ドルへ（出
典)
EU包装規則は現在施行されています。 — 規則（EU）2025/40は12年2026月から適用（出典)

カスタムTPEステッカーはあなたのロゴに適しているか？↑
ロゴに、ガラス、光沢のあるドリンクウェア、文具、ギフトセット向けの、柔らかく触感があり貼り直し可能な製品が必要で、量産前に実物サンプルを承認するなら、カスタムTPEステッ
カーを選んでください。ロゴが衣類の洗濯に耐える必要がある場合はTPU熱圧着ラベルを、長期屋外用、安全用、トレーサビリティ用ラベルにする場合はその環境で検証済みの工業用フィ
ルムラベルを選んでください。ベース樹脂、硬度、裏材、試験計画を事前に指定すれば、タック、端部浮き、残留物、黄変は想定外ではなく測定可能なリスクになります。 見積もりと試作計
画を依頼するには、ベクターロゴ、対象表面、最終使用者の年齢、数量をお送りください。
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